
 

放射線治療科に通院中（または過去に通院・入院されたことのある）の 
患者さんまたはご家族の方へ（臨床研究に関する情報） 

 
当院では、以下の臨床研究に参加しております。この研究は、患者さんの診療情報を用

いて行います。このような研究は、厚生労働省・文部科学省の「人を対象とした医学系研

究に関する倫理指針」（平成 26 年文部科学省・厚生労働省告示第 3 号）の規定により、研

究内容の情報を公開することが必要とされております。この研究に関するお問い合わせな

どがありましたら、以下の問い合わせ先へご照会ください。 
 

[研究課題名]  先進医療陽子線治療患者の統一治療方針による観察研究－全国症例登録－ 

[研究機関名・長の氏名]      北海道大学病院  寳金 清博 

[研究責任者名・所属]       放射線医学分野   白土博樹 

[当院の研究機関名・長の氏名]  筑波大学附属病院  松村 明 

[当院の研究責任者名・所属] 陽子線治療センター   櫻井 英幸 

[研究の目的] 

既存治療の代表的治療成績との比較のための陽子線治療成績を収集するため。 

 

[研究の方法]  

○対象となる患者さん 

全国の陽子線治療施設で該当の1年間※に陽子線治療を施行された方（ただし、保険

収載された疾患に対する方は除きます） 
※：2016年度は、2016年5月1日～2016年6月30日 

2017年度は、2016年7月1日～2017年6月30日 
2018年度以降は、前年度の年7月1日～該当年度の6月30日 

○利用するカルテ情報 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、陽子線治療・有害事象に関する情報 

 

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりた

い場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせするこ

とができます。 

研究に利用する患者さんの個人情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を

特定できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果の一部の情報は、先進医療

会議への提出するため、日本放射線腫瘍学会の管理する放射線治療症例全国登録に提供

する他、学会や学術雑誌への発表、国内外の規制当局への報告に用いますが、その際も

患者さんを特定できる個人情報は利用しません。なお、本研究は筑波大学附属病院臨床

研究倫理審査委員会にて承認されております。 

 

＊上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。 



[連絡先・相談窓口] 

つくば市天久保 2丁目１−１  

筑波大学陽子線医学利用研究センター   担当医師 奥村敏之 

電話 029-853-7100（直通）  FAX 029-853-7102     



本院は、放射線治療症例
全国登録事業（ＪＲＯＤ)に
協力しています

放射線治療症例全国登録（ Japanese Radiation Oncology Database）
は日本放射線腫瘍学会（ＪＡＳＴＲＯ）の事業としてＪＡＳＴＲＯおよび本院の
承認を得て行われております。放射線治療を受けられた患者さんの診断、
治療過程（外科手術、化学療法含む）とその結果を全国規模で詳細に調査
するものです。

調査は、個人情報の保護に細心の注意を払いつつ、カルテとＸ線画像の
内容を検証します。個人情報は院外に出ることはありません。

この研究により、臨床治療面での全国的ながん診療評価を行い、がん診
療の改善点を明らかにして診療の質を向上させます。患者さんにより良い
医療の提供を可能にします。さらに患者さんと同じ病態について、現時点の
全国レベル、地域レベルでの治療成績も提供できます。

なお、調査の対象となることを希望されない方は下記までお申し出下さい。

ＪＡＳＴＲＯ放射線治療症例全国登録事業

代表者： 手島 昭樹
日本放射線腫瘍学会データベース委員長

放射線医学総合研究所

室長： 奥田 保男
重粒子医科学センター 医療情報室

本院における連絡先

陽子線治療センター
センター長： 櫻井 英幸
029-853-7100 (直通)
対応時間：8:30〜17:00
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